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生産者と消費者との相互理解が進み、距離が少しでも近くなるよう、これからも産地や生産者の挑戦や熱い思いとともに、
読者の皆さんの声を伝えていきます。 編集者より 読者より

北
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良
野
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４
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は
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身
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在
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を
持
ち
、そ

の
第
一
歩
と
し
て
、「
も
っ
と
多
く
の
現

場
を
知
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６
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搾
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健
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ス
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ス
な
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せ
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よ
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に
、ま
た
、搾

乳
す
る
た
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殖
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認
な
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日
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細
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必
要
。

「
生
き
物
相
手
の
仕
事
は
大
変
で
す
が
、 

〝
あ
り
が
と
う
〞と
言
わ
れ
る
と
、や
っ
て

い
て
良
か
っ
た
と
心
か
ら
思
い
ま
す
」と

笑
顔
で
話
す
小
野
寺
さ
ん
。特
に
印
象
深

い
の
は
、牧
場
の
関
係
者
が
い
な
い
間

に
、難
産
の
初
産
に
立
ち
会
い
、先
輩
と

協
力
し
て
無
事
に
出
産
を
終
え
た
経
験
。

「
あ
な
た
た
ち
が
い
て
く
れ
て
良
か
っ

た
」と
言
わ
れ
た
時
は
本
当
に
う
れ
し

か
っ
た
と
振
り
返
り
ま
す
。

中
富
良
野
町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

は
、20
代
か
ら
60
代
ま
で
幅
広
い
年
代
の

18
人
が
所
属
し
、様
々
な
分
野
で
町
の
活

性
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
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の
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動
の
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で
、

地
域
の
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、

住
民
の
方
と
親
し
く
な
る
機
会
も
多
く
、

「
皆
さ
ん
、移
住
者
の
私
を
、あ
た
た
か
く

迎
え
て
く
れ
ま
し
た
」。

ま
た
、四
季
を
通
し
て
美
し
い
自
然
や

お
い
し
い
食
な
ど
、中
富
良
野
町
の
魅
力

を
知
る
た
び
に
、愛
着
が
ど
ん
ど
ん
深

ま
っ
て
い
っ
た
と
言
い
ま
す
。

小
野
寺
さ
ん
は
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域
お
こ
し
協
力
隊

の
任
期
終
了
後
、中
富
良
野
町
で
自
分
の

牧
場
を
持
つ
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま

す
。実
際
に
こ
の
地
で
暮
ら
し
活
動
す
る

こ
と
で
、地
域
の
産
業
を
守
り
た
い
と
い

う
思
い
が
強
ま
っ
た
そ
う
で
す
。同
じ
よ

う
な
気
持
ち
の
仲
間
が
増
え
て
、中
富
良

野
町
の
酪
農
を
元
気
に
す
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
と
、今
年
の
春
か
ら
酪
農
の
魅
力
や

現
状
を
多
く
の
人
に
伝
え
る
た
め
、S
N

S
で
の
情
報
発
信
も
ス
タ
ー
ト
。「
こ
の
仕

事
の
楽
し
さ
と
同
時
に
、自
然
と
と
も
に

生
き
る
喜
び
や
、地
域
で
の
暮
ら
し
の
素

晴
ら
し
さ
も
、今
後
た
く
さ
ん
伝
え
て
い

き
た
い
で
す
」と
意
気
込
み
ま
す
。

酪
農
現
場
を
支
え
地
域
を
元
気
に
す

る
た
め
、小
野
寺
さ
ん
は
、未
来
に
向
か
っ

て
着
実
に
歩
み
続
け
て
い
ま
す
。

①畜舎の掃除の様子。牛たちの健康を守るために欠かせない作業です。 
②今回の取材で伺った河地牧場の河地恵さんは、「地域おこし協力隊の
活動にすごく助けられています」と話します。 ③餌やりは1日4回に分け
て行います。 ④取材の前日に生まれたばかりの仔牛。命の誕生とふれあ
えるのも酪農の魅力です。 ⑤道路を横切り放牧地へ向かう様子。牛の動
きを見守りながら慎重に進められます。 ⑥地域おこし協力隊の活動とし
て、隊員全員で「ふらの北海へそ祭り」に参加。

1日のスケジュールを
教えてください。

Q

A 牧場によって異なりますが一例と
しては、【5:30～仕事開始、6:00
～餌やり、7:30～搾乳、9:30～
餌やり、11:00～放牧、12:00
～自由時間、17:00～餌やり、
18:30～搾乳、19:30～餌やり】
になります。

地域おこし協力隊で
よかったと思うことは？

Q

A 実際に現場で働くことで、夢への
一歩を踏み出せていること。同じ
協力隊の仲間たちと一緒に、地
域イベントなどに参加するのも
すごく楽しいです。

これから地域のために
やりたいことは？

Q

A 中富良野町の酪農をさらに盛り
上げていきたい。先輩方が築き上
げてきた伝統や技術を、私たち若
い世代がしっかり受け継ぎ、新し
い風を吹き込んでいけたらと
思っています。

大好きな中
富良野の

酪農を元気
にしたい！
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お

の

で
ら

れ

な

酪農の現場を
SNSで発信！

都会に暮らす私にとって、農業とともに生きている方達は尊敬できる存在。そうした方々の思いや暮らしを知ること
ができて良かったです。
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